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問�

　

市
内
上
郷
・
宮
守
２
支

店
の
統
廃
合
計
画
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
か

ら
ど
の
よ
う
な
説
明
を
受

け
て
い
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

理
事
会
で
の
決
定
事
項

で
あ
り
、
次
の
世
代
に
課

題
を
残
す
の
で
は
な
く
改

革
を
断
行
し
な
け
れ
ば
と

考
え
、
第
４
次
中
期
計
画

を
作
成
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

２
月
５
日
に
代
表
理
事

組
合
長
が
直
に
来
庁
し
、

内
容
の
説
明
を
受
け
た
が

了
承
し
た
訳
で
は
な
く
、

Ｊ
Ａ
と
引
き
続
き
話
し
合

い
を
進
め
て
い
く
。

問�

　

平
成
24
年
の
宮
守
支
店

移
転
改
築
時
に
、
市
が
補

助
金
を
支
出
し
集
会
機
能

施
設
整
備
に
支
援
し
た
経

緯
が
あ
る
。
閉
店
に
よ
る

施
設
利
用
へ
の
影
響
等

は
。

答
（
市
長
）�

　

宮
守
地
域
の
農
業
振
興

と
地
域
活
性
化
を
目
的

に
、
２
階
部
分
の
集
会
施

設
整
備
費
と
し
て
２
，２

５
２
万
円
を
補
助
し
た
。

　

組
合
長
の
説
明
時
に

も
、
地
域
の
活
動
・
交
流

拠
点
の
機
能
も
あ
り
、
ス

タ
ッ
フ
は
常
駐
し
な
い

が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

答
（
市
長
）�

　

法
律
の
公
布
に
伴
い
、

４
月
27
日
か
ら
５
月
６
日

ま
で
の
10
連
休
と
な
る
。

　

長
い
連
休
に
よ
り
窓
口

用
務
が
必
要
な
市
民
を
想

定
し
、
５
月
１
日
に
開
庁

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
が
、
影
響
は
最
小
限
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問�

　

休
日
に
こ
そ
働
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
保
護
者
等

へ
の
支
援
や
対
応
は
。

答
（
市
長
）�

　

一
時
預
か
り
等
に
つ
い

て
は
、
要
望
が
高
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

各
保
育
施
設
や
学
校
な

ど
と
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
子
育
て
世
代
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
対
応
が
講
じ

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

問�

　

皇
位
継
承
に
伴
う
、
10

連
休
中
に
お
け
る
行
政
運

営
へ
の
影
響
や
認
識
は
。

問�

　

今
後
の
対
応
や
関
係
に

つ
い
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

ア
ス
ト
を
立
ち
上
げ
、

行
政
と
Ｊ
Ａ
が
一
緒
に
な

っ
て
農
業
振
興
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

今
後
も
良
好
な
関
係
を

構
築
し
、
よ
り
良
い
方
向

性
を
議
会
と
と
も
に
見
出

し
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
の
支
店
統
廃
合
の
対
策
等
は

市
長･･･

引
き
続
き
話
し
合
い
交
渉
を

瀧本 孝一  議員

一問一答方式

問�

　

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
普
及
の
必
要
は
。

答
（
市
長
）�

　

地
域
別
防
災
研
修
を
重

ね
危
険
個
所
の
確
認
、
避

難
対
策
の
周
知
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
自
主
防
災
組

織
や
消
防
団
と
連
携
を
図

り
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
取
り
入
れ
た
研
修
会

や
訓
練
を
通
し
て
普
及
を

進
め
る
。

問�

　

地
区
防
災
計
画
の
策
定

支
援
を
。

答
（
市
長
）�

　

地
域
防
災
力
の
強
化
を

図
る
た
め
、
研
修
や
先
進

事
例
を
学
ぶ
機
会
等
を
提

供
し
な
が
ら
取
り
組
む
。

問�

　

な
が
ら
見
守
り
の
推

進
、
設
置
費
用
の
補
助
な

ど
防
犯
カ
メ
ラ
の
普
及
を

図
り
、
地
域
防
犯
力
の
充

実
を
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
警
察
所
と
防

犯
協
会
連
合
会
を
中

心
に
活
動
い
た
だ
い

て
い
る
。
市
民
の
日

常
生
活
に
お
い
て
の

見
守
り
も
有
効
な
取

組
で
あ
る
。防
犯
カ

メ
ラ
は
、映
像
記
録

の
運
用
や
取
扱
に
つ

い
て
の
要
綱
等
の
整

備
が
必
要
で
あ
る

と
の
関
係
性
を
保
ち
育
む

仕
掛
け
が
必
要
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

で
・
く
ら
す
遠
野
市
民
、

ふ
る
さ
と
納
税
者
、
交
流

市
町
村
、
遠
野
郷
人
会
、

み
や
も
り
ふ
る
さ
と
会
、

民
泊
な
ど
遠
野
に
関
わ
る

遠
野
フ
ァ
ン
へ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
活
用
し
た
細
や
か
な

フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
よ
り
有

効
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
観

光
推
進
協
議
会
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
と
合
わ
せ
、
仕

組
み
づ
く
り
と
実
施
体
制

の
整
備
を
進
め
る
。

問�

　

民
話
の
ふ
る
さ
と
遠
野

大
使
と
の
関
係
強
化
、
Ｐ

Ｒ
大
使
の
任
命
等
、
情
報

発
信
の
充
実
を
。

答
（
市
長
）�

　

観
光
推
進
協
議
会
の
取

り
組
み
と
し
て
見
出
し
た

い
。

問�

　

遠
野
フ
ァ
ン
同
士
の
結

び
つ
き
、
遠
野
フ
ァ
ン
が

地
域
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

関
わ
れ
る
仕
組
み
等
、
市

が
、
防
犯
力
を
高
め
る
手

段
と
し
て
有
効
で
あ
り
検

討
し
た
い
。

問�

　

学
校
で
の
防
犯
対
策
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

緊
急
時
の
連
絡
体
制
や

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、

各
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
。
児
童
・
生
徒
や
教
職

員
の
安
全
が
保
て
る
よ
う

関
係
部
署
と
の
連
携
体
制

を
よ
り
強
固
に
努
め
る
。

小林 立栄   議員

安
心
安
全
な
市
民
生
活
の
向
上
を

市
長･･･

仕
組
み
を
地
区
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
機
能
と
役
割
に

一問一答方式

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は

～
災
害
時
に
個
人（
世
帯
ご
と
）

が
と
る
べ
き
避
難
行
動
を
、
事

前
に
時
系
列
に
合
わ
せ
て
計
画

す
る
も
の
。

地
区
防
災
計
画
と
は

～
災
害
時
の
避
難
方
法
な
ど
、

自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
福
祉

施
設
等
が
立
案
す
る
地
域
コ

ニ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ご
と
の
防
災
計

画
。

遠野ファン（関係人口）に注目した取り組みを
市長 ･･･ 遠野ファンとの交流を活力に

その他の質問

◦�平成時代の遠野市の総括
と、改元新時代の本市の
方向性について

改元10連休の行政運営や保育園等の対応は　
市長 ･･･ 市民生活への影響は最小限に

毎年ＪＡ花巻宮守支店２階会議室で開催され、歴史と地域
の団結を育んできたよつば女性部の盛大な「新年会」

自
分
の
意
思
決
定
と
地
域
の
支
え
が
、

防
災
減
災
で
重
要
。

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


